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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電気配線が摩損して破損しやすい欠点を解決す
るフライス盤作業台のストロークリミット検知およびス
イッチオフ設定装置を提供する。
【解決手段】作業台１の送り装置１０の駆動スクリュー
１２と連動し、減速出力部２２と連動する動力入力部２
１を有し、動力入力部２１は駆動スクリュー１２によっ
て動かされる減速連動機構２０と、二つの相対したスイ
ッチオフアクチュエータ３１、３２を有し、送り装置１
０移動ストロークの両端リミットのスイッチオフ動作を
制御するスイッチオフ制御機構３０と、二つの相対した
ストローク設定部材を有し、二つのストローク設定部材
の一端は減速出力部２２と連動し、他端はそれぞれ二つ
のスイッチオフアクチュエータ３１、３２と対応して両
端のストロークリミット距離を構成し、スイッチオフア
クチュエータ３１、３２のスイッチオフ動作を駆動する
ストローク連動機構と、を備える。
【選択図】図５



(2) JP 3144920 U 2008.9.18

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　作業台の送り装置の駆動スクリューと連動し、
　減速出力部と連動する動力入力部を有し、前記動力入力部は駆動スクリューによって動
かされる減速連動機構と、
二つの相対したスイッチオフアクチュエータを有し、送り装置の移動ストロークが両端に
達したときのスイッチオフ動作を制御するスイッチオフ制御機構と、
二つの相対したストローク設定部材を有し、前記二つのストローク設定部材の一端は前記
減速出力部と連動し、他端はそれぞれ前記二つのスイッチオフアクチュエータと対応して
移動ストロークの両端距離を構成し、スイッチオフアクチュエータのスイッチオフ動作を
駆動するストローク連動機構と、を備えることを特徴とするフライス盤作業台のストロー
クリミット検知およびスイッチオフ設定装置。
【請求項２】
　前記駆動スクリュー一端にはウォーム部が設けられ、前記減速連動機構の動力入力部は
ウォームホイールであり、前記ウォーム部と噛合されて連動し、前記減速出力部は減速歯
車機構であり、その中の出力歯車中心軸が前記二つのストローク設定部材を動かすことを
特徴とする請求項１記載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオ
フ設定装置。
【請求項３】
　前記減速出力部の出力歯車中心軸一端にはねじ孔が設けられ、前記二つのストローク設
定部材はそれぞれ指針形状であり、その一端にはそれぞれ固定孔が対応するように設けら
れ、固定ボルトが前記固定孔を通じて前記中心軸のねじ孔に螺合されることを特徴とする
請求項２記載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置
。
【請求項４】
　前記減速出力部の出力歯車一端には、同心円状に配列された複数の位置決め孔が設けら
れ、前記二つのストローク設定部材には径方向に延伸アームおよび弧形長孔がそれぞれ設
けられ、前記弧形長孔および前記位置決め孔は同心上に設けられ、調整ボルトが前記スト
ローク設定部材の弧形長孔を通じて一前記位置決め孔に螺合されることを特徴とする請求
項３記載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置。
【請求項５】
　更に、制御ボックスを備え、減速連動機構、スイッチオフ制御機構およびストローク連
動機構が設置され、前記制御ボックスには、箱体、パネルおよびフレームが設けられ、前
記減速歯車機構およびウォームホイールには中心軸がそれぞれ設けられ、前記フレーム上
に回動可能に設置され、前記出力歯車およびその中心軸の一端および二つのストローク設
定部材はパネル上に露出することを特徴とする請求項４記載のフライス盤作業台のストロ
ークリミット検知およびスイッチオフ設定装置。
【請求項６】
　前記スイッチオフ制御機構の二つのスイッチオフアクチュエータは、リミットスイッチ
であり、前記二つのリミットスイッチには制動アームがそれぞれ設けられ、前記二つのス
トローク設定部材にそれぞれ対応することを特徴とする請求項１または５記載のフライス
盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置。
【請求項７】
　更に、制御ボックスを備え、減速連動機構、スイッチオフ制御機構およびストローク連
動機構が設置され、前記制御ボックス一側は前記作業台一端に固定され、前記送り装置に
は前記制御ボックス内部一側に固定された電動機が設けられ、前記電動機がベルトホイー
ル機構を動かして前記駆動スクリューを回動させ、前記駆動スクリューの一端は前記制御
ボックス内に進入することを特徴とする請求項１または５記載のフライス盤作業台のスト
ロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置。
【請求項８】
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　前記駆動スクリュー一端は、前記制御ボックスの他側まで延伸し、手動ホイールと接続
されることを特徴とする請求項７記載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およ
びスイッチオフ設定装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案はフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置に関し
、フライス盤作業台の駆動スクリューと連動接合されたストロークリミット検知およびス
イッチオフ設定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
現在、金属加工機械の中で、フライス盤は幅広い用途を有し、フライスカッタを変更する
ことによって、各種平面、曲面、角度、歯車、凹溝またはカムなどのフライス加工を行な
うことができ、切削量が多いので、加工速度が速い。
【０００３】
一般のフライス盤は図１に示すように、テーブル９１を有し、テーブル９１上には作業台
９２が滑動可能に設置され、電動機のような動力装置が設置されて、作業台が左右に往復
移動し、上方のヘッド装置９４およびそのフライスカッタが作業台９２上の被加工物（図
示せず）に対して切削加工を行なう。
【０００４】
フライス加工作業中、被加工物の加工サイズに応じて、予め作業台９２の左右制動部材９
５、９６の位置を調整し、テーブル９１上部中間の左右リミットスイッチ９７、９８によ
って作業台９２の左右移動ストローク距離を設定する必要があり、それによって、無用な
移動を行なうのを防止し、時間を節約し、加工効率を高める。
【０００５】
しかし、従来技術によるフライス盤の左右リミットスイッチ９７、９８はテーブル９１上
に露出しており、被加工物が衝突して破損しやすく、関連する電気配線９９を外接する必
要があり、フライス盤の外観に影響を与えるだけでなく、電気配線９９が外部に露出して
いるので、摩損して破損しやすく、メンテナンスにコストが掛かってしまうので、改良が
必要であった。
【特許文献１】特開平８－６４９７６号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
本考案の目的は、従来技術における外部に検知およびスイッチオフ装置を設置することに
よって電気配線が外部に露出して摩損して破損しやすい欠点を解決し、検知およびスイッ
チオフを迅速に設定して、フライス盤作業台のストロークリミットを制御し、操作が簡単
で、高い耐久性および産業上の利用性を有するフライス盤作業台のストロークリミット検
知およびスイッチオフ設定装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を解決するために、請求項１の考案は、作業台の送り装置の駆動スクリュー
と連動し、減速出力部と連動する動力入力部を有し、動力入力部は駆動スクリューによっ
て動かされる減速連動機構と、二つの相対したスイッチオフアクチュエータを有し、送り
装置の移動ストロークが両端に達したときのスイッチオフ動作を制御するスイッチオフ制
御機構と、二つの相対したストローク設定部材を有し、二つのストローク設定部材の一端
は減速出力部と連動し、他端はそれぞれ二つのスイッチオフアクチュエータと対応して移
動ストロークの両端距離を構成し、スイッチオフアクチュエータのスイッチオフ動作を駆
動するストローク連動機構と、を備えることを特徴とするフライス盤作業台のストローク
リミット検知およびスイッチオフ設定装置である。
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【０００８】
　請求項２の考案は、駆動スクリュー一端にはウォーム部が設けられ、減速連動機構の動
力入力部はウォームホイールであり、ウォーム部と噛合されて連動し、減速出力部は減速
歯車機構であり、その中の出力歯車中心軸が二つのストローク設定部材を動かすことを特
徴とする請求項１記載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ
設定装置である。
【０００９】
　請求項３の考案は、減速出力部の出力歯車中心軸一端にはねじ孔が設けられ、二つのス
トローク設定部材はそれぞれ指針形状であり、その一端にはそれぞれ固定孔が対応するよ
うに設けられ、固定ボルトが固定孔を通じて中心軸のねじ孔に螺合されることを特徴とす
る請求項２記載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装
置である。
【００１０】
　請求項４の考案は、減速出力部の出力歯車一端には、同心円状に配列された複数の位置
決め孔が設けられ、二つのストローク設定部材には径方向に延伸アームおよび弧形長孔が
それぞれ設けられ、弧形長孔および位置決め孔は同心上に設けられ、調整ボルトがストロ
ーク設定部材の弧形長孔を通じて一位置決め孔に螺合されることを特徴とする請求項３記
載のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置である。
【００１１】
　請求項５の考案は、更に、制御ボックスを備え、減速連動機構、スイッチオフ制御機構
およびストローク連動機構が設置され、制御ボックスには、箱体、パネルおよびフレーム
が設けられ、減速歯車機構およびウォームホイールには中心軸がそれぞれ設けられ、フレ
ーム上に回動可能に設置され、出力歯車およびその中心軸の一端および二つのストローク
設定部材はパネル上に露出することを特徴とする請求項４記載のフライス盤作業台のスト
ロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置である。
【００１２】
　請求項６の考案は、スイッチオフ制御機構の二つのスイッチオフアクチュエータは、リ
ミットスイッチであり、二つのリミットスイッチには制動アームがそれぞれ設けられ、二
つのストローク設定部材にそれぞれ対応することを特徴とする請求項１または５記載のフ
ライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置である。
【００１３】
　請求項７の考案は、更に、制御ボックスを備え、減速連動機構、スイッチオフ制御機構
およびストローク連動機構が設置され、制御ボックス一側は作業台一端に固定され、送り
装置には制御ボックス内部一側に固定された電動機が設けられ、電動機がベルトホイール
機構を動かして駆動スクリューを回動させ、駆動スクリューの一端は制御ボックス内に進
入することを特徴とする請求項１または５記載のフライス盤作業台のストロークリミット
検知およびスイッチオフ設定装置である。
【００１４】
　請求項８の考案は、駆動スクリュー一端は、制御ボックスの他側まで延伸し、手動ホイ
ールと接続されることを特徴とする請求項７記載のフライス盤作業台のストロークリミッ
ト検知およびスイッチオフ設定装置である。
【考案の効果】
【００１５】
本考案のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置は作業
台の送り装置電動機の駆動スクリューと連動し、ストロークリミット検知およびスイッチ
オフ設定装置は減速連動機構、スイッチオフ制御機構およびストローク連動機構から構成
され、その構造によって、従来技術における外部に検知およびスイッチオフ装置を設置す
ることによって電気配線が外部に露出して摩損して破損しやすい欠点を解決し、検知およ
びスイッチオフを迅速に設定して、フライス盤作業台のストロークリミットを制御でき、
操作が簡単で、高い耐久性を有する。
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【考案を実施するための最良の形態】
【００１６】
本考案の目的、特徴および効果を示す実施例を図に沿って詳細に説明する。
【００１７】
図２から５に示すように、本考案のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置
はフライス盤作業台１の左右往復移動ストロークリミットの制御に使用され、被加工物に
応じて調整される。図に示すように、本考案のストロークリミット検知およびスイッチオ
フ設定装置は作業台１の送り装置１０電動機１１の駆動スクリュー１２と連動し、ストロ
ークリミット検知およびスイッチオフ設定装置は減速連動機構２０、スイッチオフ制御機
構３０およびストローク連動機構４０から構成され、作業台１の移動ストロークが左右リ
ミット位置まで到達したとき、自動的に送り装置１０を制御してスイッチオフすることが
できる。
【００１８】
図４から図７に示す実施例において、本考案のストロークリミット検知およびスイッチオ
フ設定装置は送り装置１０の駆動スクリュー１２一端と連動する。図に示すように、減速
連動機構２０は減速出力部２２と連動する動力入力部２１を有する。動力入力部２１は駆
動スクリュー１２によって動かされる。スイッチオフ制御機構３０は二つの相対したスイ
ッチオフアクチュエータ３１、３２を有し、送り装置１０を制御してリミット位置でのス
イッチオフを行う。ストローク連動機構４０は二つの相対したストローク設定部材４１、
４２を有し、二つのストローク設定部材４１、４２の一端は減速出力部２２と連動し、他
端はそれぞれ二つのスイッチオフアクチュエータ３１、３２と対応して両端のストローク
リミット距離が構成され、スイッチオフアクチュエータ３１、３２のスイッチオフを駆動
する。本考案は従来技術における外部に検知およびスイッチオフ装置を設置することによ
って電気配線が外部に露出して摩損して破損しやすい欠点を解決し、検知およびスイッチ
オフを迅速に設定して、フライス盤作業台１のストロークリミットを制御し、操作が簡単
で、高い耐久性を有する。
【００１９】
図３、４、５は本考案の実施例を示し、本考案のストロークリミット検知およびスイッチ
オフ設定装置は、制御ボックス５０を備え、減速連動機構２０、スイッチオフ制御機構３
０およびストローク連動機構４０が設置される。制御ボックス５０一側５４は作業台１一
端に固定される。送り装置１０の電動機１１はサーボモータとすることができ、制御ボッ
クス５０内部一側５４に固定され、回動軸１５がベルト機構のベルトローラ１６、ベルト
１７およびベルトローラ１８を通じて駆動スクリュー１２を回動させる。駆動スクリュー
１２一端のウォーム部１３は制御ボックス５０内に進入する。また、駆動スクリュー１２
一端は制御ボックス５０の他端５５まで延伸し、手動ホイール１４が接続され、人の操作
によって手動ホイール１４および駆動スクリュー１２を回動させることができる。駆動ス
クリュー１２およびウォーム部１３は嵌接して一体構造にすることができる。
【００２０】
減速連動機構２０の更なる説明を行う。図５、６、７に示すように、減速連動機構２０の
動力入力部２１はウォームホイールとすることができ、駆動スクリュー１２一端のウォー
ム部１３上に噛合されて連動する。減速出力部２２は減速歯車機構とすることができ、図
に示すように、動力入力部２１ウォームホイールの中心軸２５は小歯車２１１によって減
速歯車２３を動かし、中心軸２６は小歯車２２１を通じて出力歯車２４を動かし、出力歯
車２４の中心軸２７が二つのストローク設定部材４１、４２を動かす。
【００２１】
減速連動機構２０およびストローク連動機構４０の説明を行う。図６、７、８に示すよう
に、ストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置の減速出力部２２の出力歯車２
４中心軸２７一端にはねじ孔２８が設けられる。二つのストローク設定部材４１、４２は
指針形状であり、その一端には対応するように固定孔４３が設けられ、固定ボルト４４が
固定孔４３を通じて中心軸２７のねじ孔２８に螺合されて固定され、二つのストローク設



(6) JP 3144920 U 2008.9.18

10

20

30

40

50

定部材４１、４２を設定して大きな回動角度のストローク（図７を参照）または図９に示
すように小さな回動角度のストロークを達成することができる。
【００２２】
図７、８の実施例に示すように、減速連動機構２０の減速出力部２２の出力歯車２４一端
には同心円状に配列された複数の位置決め孔２９が設けられ、二つのストローク設定部材
４１、４２には径方向に延伸アーム４５およびその弧形長孔４６がそれぞれ設けられ、弧
形長孔４６および定位孔２９は同心上に設けられ、二つの調整ボルトが二つのストローク
設定部材４１、４２の弧形長孔４６を通じて対応する位置決め孔２９に螺合され、二つの
ストローク設定部材４１、４２の角度位置を調整することができ、確実に安定した位置決
めを行うことができる。
【００２３】
図４から図７に示す実施例において、本考案のストロークリミット検知およびスイッチオ
フ設定装置は、減速連動機構２０、スイッチオフ制御機構３０およびストローク連動機構
４０が制御ボックス５０内に設置される。図に示すように、制御ボックス５０には箱体５
１、パネル５２およびフレーム５３が設けられ、複数の電気操作部５８および表示装置５
９が設置される。減速歯車２３および動力入力部２１ウォームフレームの中心軸２５、２
６はフレーム５３上に回動可能に設置され、出力歯車２４およびその中心軸２７の一端お
よび二つのストローク設定部材４１、４２はパネル５２上面の開口５６に露出する。また
、スイッチオフ制御機構３０の二つのスイッチオフアクチュエータ３１、３２はリミット
スイッチであり、二つのリミットスイッチには制動アーム３３、３４が設けられ、それぞ
れパネル５２上面の溝孔に延伸しており、二つのストローク設定部材４１、４２に対応し
ている。また、パネル５２の二つの制動アーム３３、３４外面には弾性補助アーム３５、
３６を設置することができる。
【００２４】
フライス盤によってフライス加工を行なうとき、加工に必要な距離に基づいて二つのスト
ローク設定部材４１、４２の回動角度ストロークを調整し、作業台１の左右移動ストロー
クリミットを設定する。本実施例の減速連動機構２０の減速比は１／１６０または１／１
８０に設定することができ、駆動スクリュー１２およびそのウォーム部１３が１６０回転
したとき、作業台１のストロークは８００ｍｍに達し、出力歯車２４およびストローク設
定部材４１、４２は相対的に３６０度または３２０度回転し、スイッチオフが行われる。
【００２５】
図９から図１１に示すように、ストローク連動機構４０がストローク中段において作動す
るとき、駆動スクリュー１２およびそのウォーム部１３は時計方向に回転し、減速連動機
構２０の動力入力部２１ウォームホイール、減速出力部２２、その出力歯車２４および中
心軸２７を動かし、ストローク設定部材４１、４２を逆時計回りに回転させる。ストロー
クの左端に到達したとき、図５、１０、１１に示すように、ストローク設定部材４１がス
イッチオフアクチュエータ３１の制動アーム３３をトリガしてスイッチオフアクチュエー
タ３１にスイッチオフ動作を行わせ、送り装置１０の電動機１１および駆動スクリュー１
２を制御して動作を停止させる。
【００２６】
駆動スクリュー１２およびそのウォーム部１３が逆時計方向に回転したとき、減速連動機
構２０の動力入力部２１ウォームホイール、減速出力部２２、その出力歯車２４および中
心軸２７を動かし、ストローク設定部材４１、４２を時計方向に回転させる。ストローク
の右端に到達したとき、図５、１２に示すように、ストローク設定部材４２がスイッチオ
フアクチュエータ３２および制動アーム３４をトリガし、スイッチオフアクチュエータ３
２にスイッチオフ動作を行わせ、送り装置１０の電動機１１および駆動スクリュー１２を
制御して動作を停止させる。
【００２７】
本考案のフライス盤作業台のストロークリミット検知およびスイッチオフ設定装置は作業
台送り装置の駆動スクリューと直接連動し、従来技術における外部に検知およびスイッチ
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オフ装置を設置することによって電気配線が外部に露出して摩損して破損しやすい欠点を
解決し、検知およびスイッチオフを迅速に設定して、フライス盤作業台のストロークリミ
ットを制御し、操作が簡単で、高い耐久性を有する。
【００２８】
以上の実施例は本考案の説明のために挙げたものであり、本考案を制限するものであはな
く、本考案の主旨を逸脱しない範囲における各種変更および修飾はすべて実用新案登録請
求の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】従来技術によるフライス盤を示す正面図である。
【図２】本考案の一実施例の使用状態を示す正面図である。
【図３】本考案の一実施例を示す斜視図である。
【図４】図３の一部部材を取り外した状態を示す斜視図である。
【図５】図４の他の角度からの斜視図である。
【図６】図４の一部を示す断面図である。
【図７】図４の一部を示す斜視図である。
【図８】図７のストローク連動機構を示す分解斜視図である。
【図９】図７に示すストローク連動機構のストローク位置を調整する状態を示す斜視図で
ある。
【図１０】図９に示すストローク連動機構のストロークリミットの状態を示す斜視図であ
る。
【図１１】図１０の断面図である。
【図１２】図１０に示すストローク連動機構の反対のストロークリミットの状態を示す斜
視図である。
【符号の説明】
【００３０】
１　作業台
１０　送り装置
１１　電動機
１２　駆動スクリュー
１３　ウォーム部
１４　手動ホイール
１５　回動軸
１６、１８　ベルトホイール
１７　ベルト
２０　減速連動機構
２１　動力入力部
２２　減速出力部
２３　減速歯車
２４　出力歯車
２５、２６、２７　中心軸
２８　ねじ孔
２９　位置決め孔
２１１、２２１　小歯車
３０　スイッチオフ制御機構
３１、３２　スイッチオフアクチュエータ
３３、３４　制動アーム
３５、３６　補助アーム
４０　ストローク連動機構
４１、４２　ストローク設定部材
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４３　固定孔
４４　固定ボルト
４５　延伸アーム
４６　弧形長孔
４７　調整ボルト
５０　制御ボックス
５１　箱体
５２　パネル
５３　フレーム
５４　一側
５５　他則
５６　開口
５７　溝孔
５８　電気操作部
５９　表示装置

【図１】 【図２】
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